
部会の目的

在宅医療・介護に係る市民啓発について検討する。

○市民啓発推進の検討

○在宅医療情報紙「わがや」の発行

○その他，在宅医療に関する啓発関係の検討

目指す姿：ひとりでも多くの市民が人生の最終段階の暮らし方について

近しい人と日頃から繰り返し話し合っている状態

在宅医療・介護多職種連携協議会

啓発・広報部会

～報告～
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資料4

部会内容

第3回部会
参集形式

（令和8年1月30日）

報告 在宅医療情報紙「わがや」について

在宅医療出前講座について

啓発イベント「ピア上映会」について

その他（広報かしわ関連）

議事 啓発・広報部会の中期活動活動を立てよう（意見交換）

意識調査結果を基に，認知度等向上のため何を優先すべきかを考える



わがや26号（令和8年3月1日発行号）では

多職種連携をキーワードに，柏の在宅医療に対する取り組みを紹介

報告（1）｜在宅医療情報紙「わがや」
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裏面表面

前号に引き続き，全町会長宛てに発行案内及び配布・回覧等の協力依頼をしました

◆ 柏の取り組みを知ってもらい，医療や介護に

不安を抱える市民が，安心して暮らせる地域だと

感じてもらえるよう作成

◆ 在宅医療を支える多職種をイラスト付きで紹介

◆ 柏の取り組みとして，顔の見える関係会議，

柏プロジェクト，柏地域医療連携センター等を紹介



H30年度

（1280名）

R元年度

（706名）

R2年度

（53名）

R3年度

（209名）

R4年度

（230名）

R5年度

（367名）

R6年度

（144名）

R7年度

（419名）

過去７年の実施状況

その他(市民団体，NPO等) 民児協・地区社協・ふる協

老人会・サロン・町会 多職種講演 3

対象 申込件数
（ ）内は実施済回数

専門職の
講演回数
＊予定分含む

参加人数
  ＊延数

老人会・サロン・町会など
4

（４）
1 75

民児協・地区社協・ふる協
8

（7）
3 332

その他（市民団体，NPO等）
1

（1）
0 12

合計
13

（12）
4 419

◆ R7年度申込・実施状況

報告（2）｜在宅医療出前講座

➢ サロン等に周知した結果，現時点で前年度を大きく上回る

件数の申し込みがあった

➢ 後述の「ピア上映会」を含め，多くの方へ啓発する機会を

確保（コロナ禍以降では最多の参加人数）

訪問看護師3名，

ケアマネジャー1名に

ご協力いただきました！

令和8年2月26日時点

実施回数

（専門職講演回数）

12
(4)

4
(1)

12
(2)

12
(0)9

(1)4
(2)

23
(13)

33
(9)

※R7年度の参加者数は，
実施済（計12回分）の人数



報告（3）｜映画ピア～まちをつなぐもの～特別上映会 実施報告①
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〇開催概要

日時：令和8年1月25日（日）14時～16時15分（13時30分開場）

場所：アミュゼ柏 クリスタルホール

目的：在宅医療を知ってもらい，考えるきっかけとなるよう実施するもの

内容：上映＆セッションとし，専門職による講話やパネル展示を実施

人数：260名

〇当日の展示内容

・在宅医療ロゴがデザインされたエコバッグ配布

・訪問バッグの中身展示

・歴代わがやの展示

・日本在宅医療連合学会大会のパネル展示

・望みノート，各種啓発冊子等の配布

・柏の在宅医療解説動画の投影
啓発用エコバッグ

〇映画概要

若手医師が悩みながらも懸命

に在宅医療という高齢化社会の

大きな課題に取り組んでいくと

いう感動の物語。

地域で生きるとは？在宅医療

と介護，看取りを通して、働く

ことの意味，人と人，夫婦（家

族），地域との繋がりの尊さを

描く。笑って泣けて，人生に前

向きになれる心温まる感動作。



報告（3）｜映画ピア～まちをつなぐもの～特別上映会 実施報告②
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〇当日の様子

・トークセッションでは，日頃から

在宅医療の現場に携わる専門職が登壇

・映画の内容と実際の現場をリンクさせ

ながら，現場の生の声をお届けしました

〇参加者アンケート

とても満足, 71%

やや満足, 23%

普通, 6%

映画ピア～まちをつなぐもの～

の満足度

とても満足,
36%

やや満足, 
41%

普通, 22%

あまり満足していない,1%

専門職によるトークセッション

の満足度

N=73

“もっと聞きたい”と

いう意見が多かった

➢ 9割以上の方が「在宅医療の大切さを知った」，

「在宅医療をもっと知りたいと思った」と回答

➢ 自由記述では，「柏が在宅医療の先駆けで頑張って

いることを初めて知って嬉しくなった」，「介護や

在宅医療について考えていくきっかけになった」，

「映画ももちろん良かったが，柏市の取り組みを

知ったことが一番印象に残った」といったご感想を

いただきました

※左から櫻庭副部会長（ケアマネジャー），石橋部会長（医師），平部会員（訪問看護師）



令和 9 年度

啓発活動の実践・

拡充（イベント等）

令和 10 年度

意識調査の実施

啓発活動の評価・

検討

令和 8 年度

啓発活動の実践・

次年度に向けた

予算確保

議事｜「啓発・広報部会の中期活動計画を立てよう」

次年度以降の啓発・広報部会の動きを次のとおり整理

実践 拡充 評価・検討

令和 ７ 年度

意識調査の実施

啓発活動の評価・

検討

評価・検討 ・・・

第3回部会でこの部分の方針を決める

→方針を基に新体制で啓発活動を実践！

部会員任期（2年間）のため，

R8.4月から新体制でスタート

意識調査の調査サイクルを踏まえ，

３年ごとに計画（活動方針）を立て，

実践・評価をしていく（繰り返し）

以上を踏まえて

『意識調査の結果を基に，認知度等向上のために何を優先して実施していくべきかを考える』

というテーマで意見交換を実施
6



■「わがや」に関すること
➢ 特定健診や75歳以上健診，がん検診などの健診票を送付する際に，一緒に「わがや」を送付する

（ACPを特集した号などを同封することで親和性があるのではないか）

➢ 生命保険会社に協力を依頼する（成年後見制度について社協が連携している実績あり）

■出前講座に関すること
➢ 参加者に対して，参加証として啓発品等を配布（参加者を通じて多くの人に知ってもらう）

➢ 民生委員向けの出前講座を実施した経験から，民生委員に対する啓発活動をする（意外と民生委員でも

知ってもらえていない）

➢ 回数を増やすため，民児協やふる協，地区社協などに出向いてPR

➢ 専門職の講座回数を増やすため，様々な職種が誰でも対応できるよう，講義資料をパッケージ化するな

どの体制を作る

■その他（啓発全般）
➢ ACPの啓発は全世代に必要だが，調査結果からメインターゲット層に認知されていない現状から，特に

高齢の方を最優先に情報提供できる仕組みづくりが必要

➢ 相談場所として「地域包括支援センター」を認識している市民が多いことから，認知度向上のためには

地域包括支援センターを活用（窓口で手渡し配布の協力依頼をする等）

➢ 幅広い年齢層にアプローチするため，デジタルサイネージを活用（ワニバース等で放映，クイズ形式に

する等）

議事｜意見交換で議論された内容（一部抜粋）

【問い】意識調査結果の数値向上のために，優先すべきことは何か
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今後の予定

項目

2026年 2027年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

部会

わがや

出前講座

令和8年度の予定

依頼に応じて随時実施

27号（テーマ：ACP）作成
9/1
発行

28号（テーマ：未定）作成
3/1
発行

第1回 第2回 第3回

次年度以降の啓発イベントについて

検討（必要に応じて予算確保）
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